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◆ いままでのWS成果から、アクションプランを作り委員会へ提出することが目的 

◆ 観光まちづくりの方向性／金子和夫先生 

 

 「観光まちづくり」を①行政②団体③民間の役割で考えた場合、道路整備などハードを整える行

政の役割はある程度済んでいるように思う。続けて、団体による門前ガイド、各商店の協力で賑わ

いを作る等の民間の動きを考えて行きたい。 

 

 人を呼び込む時に祭り的にイベント開催を考えがちだが、一過性のものではなく年間を通して呼

び込める策をベースに考えていきたい。観光で最終的に目指すところは「賑わい」ではなく「客数

×単価」を増やすことである。 

 

 塩竈観光の中心は鹽竈神社であるので、お参りをした後の食べたり体験したり、1〜2時間まち歩

きを楽しむことができる門前町機能は必須である。 

 仙石線を使い女子旅を楽しむ方へは、友人や彼氏にどんなお土産を買うか、どんなまち歩きを楽

しみたいか、アートの視点も必要である。 

 マリンゲート周囲は工事続きで、旅行会社としてはお客様を連れて来たくない場所になっている。 

立地や機能で判断すれば、観光商業施設として常に人が流れ、お酒も楽しめる等楽しい場所として、

「フェスティバルマーケットプレイス」として構成すべきである。駅周囲の単価高めの寿司店を利

用する個人客に対し、単価低めの団体客を受け入れることができる施設でもある。 

 市場は、広域連携観光で考えた場合、「食」の魅力を伝える施設として、松島の団体旅行や周囲の
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店と連携したらどうかと思う。団体旅行客が購買少ない等の問題は、団体で儲かっている観光市場

を調べてみると良い。 

 浦戸では、島歩き、島弁当、カヤックなどが楽しめる魅力的な島である。しかしながら、人員を

含めたおもてなし体制が整っていないので、何でカバーしていくかである。松島観光とは明らかに

目的が違う設定。仙台客、民泊・島歩き、海辺の生物を見たりするエコツーリズムで展開するとよ

い。宿泊をさせて滞在時間が長い方が上質の時間・島を楽しめる。高めの単価設定でよいと思う。 

 「世界の文化にふれる旅」という英国・米国の富裕層が参加する旅行商品がある。都会といなか

を切り替えて暮らす人キャリアの方が増えてきている。塩竈はそんな場所になり得る地域だと思う。 

 

◆ テーマグループワーク（敬称略） 

［A:門前町］菊池、冨谷、太田、荒井  

［B:海岸通〜マリンゲート〜松島］ 矢部、横田、山内、佐藤 

［C:魚市場］ 大江、赤間、阿部、津川 

［D:浦戸］ 國吉、大沼、吉岡、櫻井 

 

◆ 発表 

    

［A:門前町］  
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［B：海岸通〜マリンゲート〜松島］  

 

 

［C：魚市場］ 
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［D：浦戸］ 

 


